
担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
一
考
察 

 

―
沿
革
的
・
比
較
法
的
考
察
（
二
）

―

辻

　

博

明

一　

は
じ
め
に

―
問
題
設
定

二　

ロ
ー
マ
法

　

⑴　

保
証
制
度
の
「
推
移
」

―
担
保
保
存
義
務
制
度
の
視
点
か
ら

　

⑵　

担
保
保
存
義
務
制
度
の
「
起
源
」
と
そ
の
継
受

―
問
題
点
の
整
理

三　

フ
ラ
ン
ス
法

　

⑴　

フ
ラ
ン
ス
古
法

―
ポ
テ
ィ
エ
の
主
張
を
中
心
に　

（
以
上
本
誌
六
一
巻
一
号
）

　

⑵　

立
法
趣
旨

　
　

①　

二
〇
三
七
条
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論

　
　

②　

検　

討

　
　
　

ⅰ　

保
証
契
約
の
「
条
件
」

　
　
　

ⅱ　

「
確
実
な
」
求
償
手
段

　
　
　

ⅲ　

「
相
互
的
」
義
務

　
　
　

ⅳ　

ポ
テ
ィ
エ
の
主
張
と
の
対
比

　

⑶　

フ
ラ
ン
ス
民
法

―
制
度
の
本
質
、
要
件
・
効
果(
現
行
二
三
一
四
条)

、
近
時
の
変
化

　
　

①　

制
度
の
本
質

　
　
　

ⅰ　

制
度
趣
旨
・
法
的
構
成

　
　
　

ⅱ　

免
責
対
象
者

　
　
　
　
　

イ　

物
上
保
証
人
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ロ　

第
三
取
得
者

　
　
　
　
　

ハ　

連
帯
保
証
人

　
　
　
　
　

ニ　

連
帯
債
務
者

　
　

②　

免
責
の
要
件

　
　
　

ⅰ　

権
利
・
担
保

　
　
　
　

⒜　

対
象
と
な
る
権
利
・
担
保

　
　
　
　

⒝　

権
利
・
担
保
の
「
時
的
範
囲
」

　
　
　
　

⒞　

共
同
保
証
を
め
ぐ
る
問
題

　
　
　
　
　

イ　

共
同
保
証
人
の
免
除

　
　
　
　
　

ロ　

他
の
担
保
に
つ
い
て
の
錯
誤

　
　
　

ⅱ　

債
権
者
の
行
為

―
不
作
為
・
過
失

　
　
　

ⅲ　

損　

害

　
　

③　

効　

果

　
　
　

ⅰ　

免
責
範
囲

―
判
定
基
準

　
　
　

ⅱ　

免
責
主
張
の
方
法

―
抗　

弁

　
　
　

ⅲ　

免
除
特
約

　
　
　
　

⒜　

沿　

革

　
　
　
　

⒝　

強
行
法
規
化
後
の
解
釈
（
一
九
八
四
年
三
月
一
日
法)

　
　

④　

検　

討

―
判
例
・
学
説
・
立
法
の
変
化
を
中
心
に

　
　
　

ⅰ　

保
証
契
約
の
「
片
務
性
」
と
担
保
保
存
義
務

―
債
権
者
の
注
意
義
務
の
視
点
か
ら

　
　
　

ⅱ　

制
度
趣
旨
・
法
的
構
成

―
二
三
一
四
条
の
強
行
法
規
化
の
点
か
ら

　
　
　

ⅲ　

そ
の
他
の
論
点　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

以
上
本
号
）
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三　

フ
ラ
ン
ス
法

⑵　

立
法
趣
旨

　

フ
ラ
ン
ス
民
法
二
〇
三
七
条
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
民
法
草
案
お
よ
び
旧
民
法
に
お
け
る
担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
規
定
に
強
い
影
響

を
与
え
て
お
り
、
日
本
民
法
五
〇
四
条
の
立
法
過
程
に
お
い
て
も
参
照
さ
れ
た
規
定
で
あ
る

（
１
）。

そ
こ
で
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
〇
三

七
条
（
以
下
で
は
、
二
〇
三
七
条
と
記
す
。）
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
を
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

①　

二
〇
三
七
条
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論

　

二
〇
三
七
条
の
草
案
は
、
立
法
院
（Corps Législatif

）
に
提
出
さ
れ
、
立
法
理
由
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
債
権
者
へ
の
代
位
は
、
保

証
人
が
弁
済
を
す
る
条
件
（condition
）(
傍
線
筆
者
、
以
下
同
様
。)

で
あ
る
。
債
権
者
へ
の
弁
済
に
よ
っ
て
、
保
証
人
は
債
権
者
の
権
利

に
代
位
す
る
。
債
権
者
は
、
自
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
保
証
人
を
代
位
で
き
な
く
し
た
場
合
、
保
証
人
に
対
し
て
請
求
す
る
資
格
を
有
し

な
い
（Exposé de m

otifs par M
. T
reilhard

）
（
２
）。

　

そ
の
後
、
護
民
院
（T
ribunat

）
に
お
い
て
報
告
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
保
証
人
は
、
債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
有
す
る

権
利
を
取
得
す
る
と
い
う
条
件
に
お
い
て
、
弁
済
を
引
き
受
け
る
契
約
を
し
て
い
る
。
債
権
者
が
そ
の
権
利
お
よ
び
抵
当
権
に
保
証
人

を
代
位
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
。
代
位
が
で
き
な
け
れ
ば
、
保
証
人
は
、
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る

確
実
な
求
償
手
段
を
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
債
権
者
が
保
証
人
に
弁
済
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
全
て
の

権
利
を
保
証
人
に
委
ね
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
（Rapport par M

. Chabot
）

（
３
）。

　

さ
ら
に
、
立
法
院
に
お
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
保
証
人
（fidéjusseur
）
は
、
弁
済
を
す
れ
ば
債
権
者
の
権
利
に
代
位
す
る
と

い
う
条
件
に
お
い
て
、
債
権
者
と
保
証
契
約
を
し
て
い
る
。
保
証
人
は
、
債
権
者
が
こ
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
免
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責
さ
れ
る
。
債
権
者
は
、
自
ら
が
提
供
し
た
担
保
手
段
を
保
証
人
か
ら
奪
い
取
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
草
案
は
、
債
権

者
の
行
為
に
よ
っ
て
、
保
証
人
が
、
債
権
者
の
権
利
、
抵
当
権
お
よ
び
先
取
特
権
に
代
位
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
保
証
人
を
免

責
す
る
と
し
て
い
る
の
は
、相
互
的
な
義
務（devoir de réciprocité

）を
債
権
者
と
保
証
人
と
の
間
に
維
持
す
る
た
め
で
あ
る（D

iscours 

par M
. Lahary

）
（
４
）。

　

②　

検　

討

　
　

ⅰ　

保
証
契
約
の
「
条
件
」

　

立
法
理
由
の
説
明
に
よ
る
と
、
債
権
者
へ
の
代
位
は
、
保
証
人
が
弁
済
を
す
る
「
条
件
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
債
権
者
は
、

こ
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
保
証
人
に
対
し
て
請
求
す
る
資
格
を
有
し
な
い
と
さ
れ
る
。
保
証
人
は
、
債
権
者
が
主

た
る
債
務
者
に
対
し
て
有
す
る
権
利
を
取
得
す
る
と
い
う
条
件
に
お
い
て
、
保
証
契
約
を
締
結
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
法
的
構

成
に
よ
る
と
、
た
と
え
ば
、
債
権
者
が
、
自
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
、
そ
の
権
利
・
抵
当
権
等
に
保
証
人
を
代
位
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

ⅱ　

「
確
実
な
」
求
償
手
段

　

保
証
人
は
、
代
位
で
き
な
け
れ
ば
、
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
「
確
実
な
」
求
償
手
段
を
有
し
な
い
と
さ
れ
る
。
保
証
人
は
、
債
権

者
の
権
利
・
抵
当
権
等
に
代
位
で
き
れ
ば
、
担
保
等
の
優
先
弁
済
権
の
あ
る
求
償
手
段
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
、
債
権
回
収
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
債
権
者
は
、
保
証
人
に
対
し
て
弁
済
を
強
制
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
弁
済
を
受
け
れ
ば
行
使
す
る
こ
と
の
な
い
主

た
る
債
務
者
に
対
す
る
権
利
・
抵
当
権
等
を
保
証
人
に
行
使
さ
せ
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
　

ⅲ　

「
相
互
的
」
義
務

　

二
〇
三
七
条
の
草
案
は
、
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
、
保
証
人
が
、
債
権
者
の
権
利
、
抵
当
権
お
よ
び
先
取
特
権
に
代
位
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
、
保
証
人
を
免
責
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
債
権
者
と
保
証
人
と
の
間
に
対
等
な
「
相
互
的
」
義
務
を
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維
持
す
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
相
互
的
義
務
を
債
権
者
に
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
者
が
自
ら
が
提
供
し
た
担
保
手
段
を
保
証

人
か
ら
奪
い
取
る
こ
と
を
阻
止
し
、
そ
の
義
務
に
反
す
る
場
合
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
と
構
成
す
る
。

　
　

ⅳ 
ポ
テ
ィ
エ
の
主
張
と
の
対
比

　

ポ
テ
ィ
エ
は
、
保
証
契
約
（fideiussio

）
の
債
権
者
が
負
う
義
務
を
「
衡
平
上
」（équité

）
の
義
務
と
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

保
証
人
の
免
責
を
根
拠
付
け
よ
う
と
し
た
。
訴
権
の
保
存
・
譲
渡
を
で
き
な
く
す
る
債
権
者
の
行
為
は
積
極
的
行
為
で
あ
り
、
単
な
る

懈
怠
で
は
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
解
さ
れ
た
（
先
述
⑴
②
ⅱ
ⅲ
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
権
者
の
「
相
互
的
」
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
な
ら

ば
、
債
権
者
の
行
為
が
不
作
為
に
と
ど
ま
る
場
合
で
も
、
債
権
者
は
保
証
人
に
対
し
て
責
め
を
負
う
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。

　

ポ
テ
ィ
エ
に
よ
れ
ば
、
連
帯
債
務
者
も
免
責
対
象
者
と
す
る
構
成
が
と
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
立
法
過
程
に
お
い
て
は
、

免
責
対
象
者
を
保
証
人
に
絞
り
込
む
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る（
な
お
、連
帯
債
務
に
つ
い
て
は
一
二
八
五
条
に
お
い
て
別
に
規
定
を
お
い
た
。）。

　

な
お
、
立
法
院
に
お
け
る
説
明
（
二
〇
三
七
条
）
で
は
、
保
証
人
を fidéjusseur 

と
表
記
し
て
い
る
（D

iscours par M
. Lahary

）。

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
保
証
契
約
（fideiussio
）
を
受
け
継
い
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
先
述
二
⑵
）。

（
１
）　

辻　

博
明
「
担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
一
考
察

―
民
法
五
〇
四
条
の
立
法
過
程
を
中
心
に

―
」
岡
法
五
六
巻
一
号
三
三
頁
（
平
一
八
）。

（
２
）　Locré, La Législation civile, com

m
erciale et crim

inelle de la France, t. XV
, 1828, pp. 321, 330.

（
３
）　Locré, op. cit., pp. 335, 349.

（
４
）　Locré, op. cit., pp. 371, 388.

⑶　

フ
ラ
ン
ス
民
法

―
制
度
の
本
質
、
要
件
・
効
果
（
現
行
二
三
一
四
条
）、
近
時
の
変
化

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
に
民
法
そ
の
他
の
担
保
法
関
係
の
規
定
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
保
証
に
つ
い
て
は
、
改
正
前

の
二
〇
一
一
条
か
ら
二
〇
四
三
条
の
保
証
関
係
の
規
定
が
、
内
容
の
変
更
な
し
に
条
文
番
号
の
変
更
だ
け
を
し
て
二
二
八
八
か
ら
二
三
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二
〇
条
と
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
三
七
条
は
二
三
一
四
条
に
変
更
さ
れ
た

（
１
）。

　

①　

制
度
の
本
質

　
　

ⅰ　

制
度
趣
旨
・
法
的
構
成

　

二
三
一
四
条
は
、
保
証
の
消
滅
の
特
別
の
原
因
を
規
定
し
て
お
り
、
訴
権
譲
渡
の
抗
弁
（exception de cession d’ actions

）、
ま
た

は
、
代
位
の
抗
弁
（exception de subrogation

）
と
よ
ば
れ
て
い
る

（
２
）。

二
三
一
四
条
は
、「
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
、
当
該
債
権
者

の
権
利
、
抵
当
権
お
よ
び
先
取
特
権
に
対
す
る
代
位
が
保
証
人
の
た
め
に
で
き
な
い
と
き
は
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反
す

る
す
べ
て
の
条
項
は
記
載
さ
れ
な
い
も
の
と
み
な
す
。」
と
規
定
す
る
。
二
三
一
四
条
は
、
保
証
人
の
代
位
に
つ
い
て
定
め
る
二
三
〇
六

条
の
延
長
線
上
に
あ
る
が
、
保
証
人
そ
の
他
の
法
定
代
位
だ
け
を
み
れ
ば
、
一
二
五
一
条
三
号
に
お
い
て
す
で
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、

二
三
〇
六
条
は
一
二
五
一
条
三
号
の
特
別
な
適
用
規
定
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
二
三
一
四
条
は
、
代
位
の
利
益
の
剥
奪

を
保
証
の
消
滅
原
因
に
ま
で
高
め
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る

（
３
）。

　

二
三
一
四
条
に
よ
る
免
責
を
正
当
化
し
そ
の
枠
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
学
説
・
判
例
に
お
い
て
複
数
の
構
成
が
提
示
さ
れ

展
開
さ
れ
て
い
る

（
４
）。
問
題
の
核
心
は
、
二
三
一
四
条
が
規
定
す
る
制
度
の
「
根
拠
」「
性
質
論
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
避
け
て
通
れ
な
い
問

題
は
、
債
権
者
に
「
義
務
」
を
課
す
こ
と
の
可
否
と
保
証
契
約
の
「
片
務
性
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
時
に
お
い
て
は
、
二
三

一
四
条
の
「
強
行
法
規
化
」
に
対
応
す
る
構
成
が
問
題
と
な
る

（
５
）。
す
な
わ
ち
、

　

ま
ず
、
債
権
者
は
、
保
証
人
が
弁
済
す
る
と
き
に
保
証
人
に
担
保
を
移
転
で
き
る
よ
う
に
保
存
す
る
義
務
を
負
う
と
す
る
説
が
あ
る

（「
契
約
責
任
説
」）。
保
証
人
は
、
求
償
の
た
め
に
そ
の
担
保
を
合
法
的
に
期
待
し
て
い
る

（
６
）。

保
証
人
と
債
権
者
と
が
契
約
当
事
者
で
あ

り
、
債
権
者
は
担
保
や
保
証
人
の
求
償
手
段
を
保
存
す
る
義
務
が
あ
る
と
構
成
す
る
。
契
約
責
任
説
に
よ
る
と
、
保
証
は
、「
双
務
契

約
」
的
な
性
質
を
有
す
る
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
契
約
責
任
に
基
づ
く
説
明
と
し
て
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
契
約
の
解
除
、
ま
た
は
、

同
時
履
行
の
抗
弁
（exceptio non adim

pleti contractus

）
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
契
約
責
任
説
等
に
対
し
て
は
、
保
証
契
約
は
片
務
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契
約
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
伝
統
的
な
解
釈
に
反
す
る
と
の
批
判
が
あ
る
。

　

次
に
、
二
三
一
四
条
を
「
法
律
上
の
失
権
」
で
あ
る
と
し
、
債
権
者
に
信
義
則
お
よ
び
衡
平
上
の
義
務
を
課
す
こ
と
を
正
当
化
す
る

説
が
あ
る
。
同
説
は
、
信
義
則
上
の
義
務
と
は
い
え
、
債
権
者
の
義
務
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
二
三
一
四
条
の
強
行
法
規
性
と
対

応
す
る
。

　

他
方
、
担
保
の
存
在
は
保
証
人
が
契
約
を
決
定
す
る
「
コ
ー
ズ
」( cause)

で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。
同
説
に
よ
れ
ば
、
保
証
契
約

の
片
務
性
は
問
題
と
な
ら
な
い
が
、
保
証
人
は
、
担
保
の
消
滅
や
減
少
の
危
険
ま
で
も
引
き
受
け
る
の
が
通
常
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
他
の
担
保
の
有
無
は
保
証
契
約
の
締
結
を
決
定
付
け
る
要
素
と
は
な
ら
な
い
と
の
批
判
が
あ
る

（
７
）。

　

さ
ら
に
、
保
証
人
は
、
債
権
者
が
保
証
人
に
よ
る
代
位
を
保
護
す
る
と
い
う
暗
黙
の
「
条
件
」
の
下
で
、
保
証
を
引
き
受
け
て
い
る

と
す
る
説
が
あ
る
。
同
説
に
よ
れ
ば
、
保
証
契
約
の
片
務
性
と
両
立
す
る
。
し
か
し
、
現
行
二
三
一
四
条
は
強
行
法
規
化
さ
れ
て
お
り
、

同
説
で
は
こ
の
点
が
説
明
で
き
な
い
。

　

な
お
、
制
度
の
根
拠
・
性
質
論
が
議
論
さ
れ
た
当
初
に
主
張
さ
れ
た
説
と
し
て
、
不
法
行
為
責
任
説
が
あ
る
。
二
三
一
四
条
は
、
保

証
の
消
滅
原
因
の
う
ち
、
保
証
の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
制
度
で
あ
り
、
一
三
八
三
条
等
（
不
法
行
為
責
任
）
に
基
づ
く
制
度
で
あ
る
と
主

張
さ
れ
た
。
保
証
人
が
保
証
引
受
時
に
期
待
し
て
い
た
諸
権
利
へ
の
代
位
が
、
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
不
能
と
な
り
求
償
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
二
三
一
四
条
は
、
保
証
人
に
損
害
賠
償
を
認
め
て
い
る
と
解
し
た

（
８
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
権

者
の
保
証
人
に
対
す
る
責
任
は
契
約
上
生
じ
る
と
し
、
同
条
は
改
正
前
に
お
い
て
は
任
意
法
規
（
二
〇
三
七
条
）
で
あ
っ
た
た
め
、
同

説
に
よ
れ
ば
放
棄
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
批
判
を
受
け
た
。

　

以
上
の
議
論
か
ら
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
浮
か
び
上
が
る
。
保
証
契
約
の
「
片
務
性
」
を
厳
格
に
貫
徹
す
る
と
、
保
証
契
約
に
よ
っ

て
義
務
を
負
う
の
は
保
証
人
だ
け
で
あ
り
、
債
権
者
が
義
務
を
負
う
こ
と
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
二
三
一
四
条
に

お
い
て
、
債
権
者
に
担
保
等
の
保
存
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
情
報
提
供
義
務
等
を
債
権
者
に
課
す
保
証
人
保
護
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の
新
法
（
後
述
④
）
に
つ
い
て
も
、
片
務
性
を
め
ぐ
る
疑
問
が
生
ず
る
。
も
っ
と
も
、
債
権
者
に
義
務
が
課
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の

義
務
は
通
常
の
法
律
上
の
義
務
の
内
容
・
性
質
を
有
す
る
の
か
、
保
証
人
の
給
付
と
釣
り
合
う
反
対
給
付
と
評
価
で
き
る
内
容
・
性
質

の
も
の
か
、
換
言
す
る
と
、
保
証
人
に
執
行
力
等
を
伴
う
強
い
権
利
行
使
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
片
務
性
は
保
証
契
約
の
本

質
・
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
の
か
、
そ
の
例
外
は
な
い
の
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

ⅱ　

免
責
対
象
者

　

二
三
一
四
条
に
よ
る
免
責
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
保
証
人
」
だ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
全
て
の
保
証
人
が
免
責
対
象

者
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
普
通
保
証
人
だ
け
で
な
く
、
求
償
保
証
人
（sous-caution

）、
副
保
証
人
（certificateur de caution

）、

手
形
保
証
人
（donneur d’ aval
）、
共
同
保
証
人
（cofidéjusseurs

）
も
免
責
対
象
者
に
含
ま
れ
る

（
９
）。

議
論
の
あ
る
の
は
、
物
上
保
証

人
・
連
帯
債
務
者
等
で
あ
る
。

　

イ　

物
上
保
証
人　
　
　

物
上
保
証
人
に
つ
い
て
は
当
初
、
保
証
か
ど
う
か
に
つ
き
見
解
の
対
立
が
あ
っ
た
が
、
他
人
の
債
務
を
担

保
す
る
た
め
に
不
動
産
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
者
で
あ
り
、
保
証
人
の
性
質
を
有
す
る
と
し
て
免
責
対
象
者
と
す
る
立
場
が
定
着
し
て

い
た）

10
（

。
し
か
し
近
時
、
物
上
保
証
人
が
保
証
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
類
推
適
用
を
認
め
る
か
等
に
つ
き
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る）

11
（

。

　

ロ　

第
三
取
得
者　
　
　

抵
当
不
動
産
の
第
三
取
得
者
は
、
保
証
人
で
は
な
い
。
債
権
者
は
、
第
三
取
得
者
に
対
し
て
義
務
を
負
う

こ
と
は
な
い）

12
（

。
第
三
取
得
者
の
場
合
、
担
保
の
保
存
に
つ
い
て
黙
示
的
合
意
は
な
い
と
解
さ
れ
る）

13
（

。

　

ハ　

連
帯
保
証
人　
　
　

連
帯
保
証
人
は
保
証
人
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
連
帯
保
証
人
は
債
権
者
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
保
証
の

規
範
が
適
用
さ
れ
る）

14
（

。

　

ニ　

連
帯
債
務
者　
　
　

保
証
人
は
第
三
者
の
た
め
に
契
約
し
て
お
り
、
自
己
の
利
益
の
た
め
に
契
約
し
て
い
る
共
同
債
務
者
よ
り

厚
く
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る）

15
（

。
連
帯
債
務
者
の
場
合
、
担
保
の
保
存
に
つ
い
て
黙
示
的
合
意
は
な
い
と
解
さ
れ
る）

16
（

。
た
だ
し
、
債
権

者
が
、
弁
済
を
義
務
付
け
ら
れ
法
定
代
位
の
利
益
を
有
す
る
（
一
二
五
一
条
三
号
）
連
帯
債
務
者
に
対
し
て
損
害
を
与
え
た
場
合
、
契
約
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責
任
が
生
ず
る
可
能
性
が
あ
る）

17
（

。

　

②　

免
責
の
要
件

　
　

ⅰ　

権
利
・
担
保

　

二
三
一
四
条
に
基
づ
く
免
責
請
求
は
保
証
人
に
よ
っ
て
執
拗
に
主
張
さ
れ
る
た
め
、
判
例
は
同
条
の
適
用
の
対
象
と
な
る
権
利
・
担

保
を
、
そ
の
性
質
（
後
述
⒜
）
お
よ
び
そ
の
設
定
時
点
（
後
述
⒝
）
に
よ
っ
て
制
限
し
て
い
る）

18
（

。

　
　
　

⒜　

対
象
と
な
る
権
利
・
担
保

　

二
三
一
四
条
の
適
用
の
対
象
と
な
る
「
権
利
」
は
、
債
権
の
回
収
の
た
め
に
債
権
者
に
優
位
性
を
与
え
る
「
優
先
弁
済
権
」（droit 

préférentiel

）
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
定
義
に
よ
る
と
、
同
条
に
お
け
る
権
利
は
担
保
よ
り
幅
の
広
い
概
念
で
あ
り
、
容
易
に
保
証
人
の

免
責
が
生
ず
る
。
そ
の
た
め
、
制
限
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
一
般
担
保
権
」（droit de gage général

）
は
含
ま
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
が
一
般
担
保
権
を
危
う
く
し
た
と
し
て
も
、
同
条
の
適
用
は
な
い
。
一
般
担
保
権
に
は
優
先
弁
済
権
が
な

く
、
保
証
人
が
代
位
し
て
も
優
位
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
債
権
者
が
債
務
者
に
単
に
「
期
限
の
猶
予
」
を
与
え
た
場
合
や
、

債
務
者
へ
の
訴
求
を
怠
っ
た
場
合
は
、
二
三
一
四
条
に
よ
る
免
責
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
期
限
の
猶
予
等
が
結
果
的
に
担
保
の

喪
失
ま
た
は
優
先
弁
済
権
の
喪
失
を
生
ず
る
場
合
に
は
、
二
三
一
四
条
に
よ
る
免
責
が
正
当
化
さ
れ
る
。「
時
効
」
に
よ
る
権
利
の
消

滅
、
目
的
物
の
「
価
格
下
落
」
等
で
あ
る）

19
（

。

　

「
担
保
」
に
つ
い
て
は
、
先
取
特
権
、
抵
当
権
、
質
権
、
動
産
担
保
証
書
、
留
置
権
、
保
証
等
が
、
当
初
か
ら
、
二
三
一
四
条
の
適

用
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る）

20
（

。
な
お
、
共
同
保
証
も
適
用
対
象
と
な
る）

21
（

。

　
　
　

⒝　

権
利
・
担
保
の
「
時
的
範
囲
」

　

権
利
・
担
保
の
「
時
的
範
囲
」
つ
い
て
、
二
三
一
四
条
は
規
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
二
三
一
四
条
の
適
用
対
象
と
な
る
の
は
、

保
証
契
約
時
に
す
で
に
存
在
し
た
権
利
・
担
保
と
解
さ
れ
て
い
る
。
保
証
人
が
求
償
の
た
め
に
「
期
待
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
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保
証
契
約
時
に
存
在
し
た
担
保
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
契
約
後
に
取
得
さ
れ
た
担
保
が
債
権
者
に
よ
っ
て
減
免
さ

れ
て
も
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
た）

22
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
証
契
約
後
に
取
得
さ
れ
た
担
保
も
対
象
と
な
る
と
す
る
説
が

初
期
か
ら
見
ら
れ
た）

23
（

。
二
三
一
四
条
が
保
証
人
の
代
位
を
不
能
に
し
た
債
権
者
に
対
す
る
「
制
裁
」
を
規
定
し
、
保
証
人
は
債
権
者
の

有
す
る
一
切
の
権
利
に
代
位
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
担
保
の
時
的
範
囲
を
限
定
す
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
二
三
一
四
条

の
本
質
を
不
法
行
為
的
な
責
任
と
構
成
す
る
な
ら
ば
、
担
保
の
時
的
範
囲
を
限
定
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
の
学
説
に

お
い
て
は
、「
信
義
則
」
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
担
保
の
設
定
が
保
証
契
約
の
前
か
後
か
に
よ
っ
て
、
債
権
者
に
課
さ
れ
る
義
務
に
違
い

は
生
じ
な
い
と
す
る
主
張
が
あ
る）

24
（

。

　

近
時
、
時
的
範
囲
の
制
限
を
緩
和
す
る
解
釈
が
見
ら
れ
る
。
保
証
契
約
締
結
時
に
優
先
弁
済
権
が
存
在
し
な
く
て
も
、
債
権
者
が
そ

の
権
利
の
設
定
義
務
を
負
っ
て
い
る
場
合
や
、
通
常
な
ら
ば
債
権
者
が
権
利
の
設
定
を
行
う
と
保
証
人
が
信
じ
て
も
仕
方
の
な
い
場
合

に
は
、
二
三
一
四
条
に
お
け
る
担
保
と
解
さ
れ
て
い
る）

25
（

。
債
権
者
は
、
保
証
人
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
上
に
暫
定
的
に
仮
の
担
保
を
設

定
し
た
場
合
、
そ
の
担
保
を
確
定
的
な
担
保
と
す
る
義
務
を
負
う
と
解
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
債
権
者
の
登
記
の
懈
怠
が
あ
っ
た
場
合
が

議
論
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
義
務
は
、
保
証
人
が
い
な
け
れ
ば
、
債
権
者
に
課
さ
れ
る
こ
と
は
な
い）

26
（

。

　
　
　

⒞　

共
同
保
証
を
め
ぐ
る
問
題

　
　
　
　

イ　

共
同
保
証
人
の
免
除

　

一
二
八
七
条
三
項
は
、
複
数
の
保
証
人
の
一
人
に
対
し
て
免
除
が
な
さ
れ
て
も
、
他
の
保
証
人
を
免
責
し
な
い
、
と
規
定
す
る
。
し

か
し
、
判
例
・
学
説
は
、
保
証
人
の
一
人
に
対
す
る
免
除
の
効
果
は
、
免
除
を
受
け
た
保
証
人
の
「
負
担
部
分
」
に
つ
い
て
、
他
の
保

証
人
に
及
ぶ
、
と
解
し
て
い
る）

27
（

。

　

破
棄
院
は
、
そ
の
解
釈
の
根
拠
付
け
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
枠
組
み
を
有
し
て
い
る）

28
（

。
そ
の
一
つ
が
二
三
一
四
条
に
よ
る
免
責
で
あ

る
。
同
条
に
よ
る
と
、
債
権
者
が
担
保
を
放
棄
す
る
と
き
、
保
証
人
は
、
そ
の
担
保
が
保
証
人
の
求
償
を
担
保
し
て
い
た
範
囲
に
お
い
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て
免
責
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る）

29
（

。
破
棄
院
に
よ
る
と
、
Ｘ
の
Ｊ
に
対
す
る
債
権
に
つ
い
て
、
Ｙ
・
Ｆ
が
連
帯
保
証
人
と
な
っ
て
い
た
が
、

Ｘ
は
、
連
帯
保
証
人
Ｆ
を
Ｍ
に
差
し
替
え
る
こ
と
を
認
め
て
お
き
な
が
ら
、
Ｙ
に
対
し
て
保
証
債
務
の
履
行
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、

Ｆ
が
契
約
関
係
に
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
求
償
で
き
た
の
は
債
務
の
半
分
の
み
で
あ
っ
た
と
し
て
、
負
担
部
分
に
つ
い
て
の
免
責
だ
け

を
認
め
た）

30
（

。

　

な
お
、
第
二
の
枠
組
み
は
、
連
帯
債
務
者
の
一
人
に
対
す
る
免
除
の
効
果
を
規
定
す
る
一
二
八
五
条
二
項
に
よ
る
構
成
で
あ
る
。
同

条
二
項
を
類
推
し
て
、
免
除
を
受
け
た
保
証
人
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
、
他
の
保
証
人
も
免
責
さ
れ
る
と
解
す
る
。
全
証
拠
か
ら
債
権

者
が
一
保
証
人
に
だ
け
免
除
を
与
え
た
と
解
さ
れ
る
場
合
に
は
、
債
権
者
自
身
が
そ
の
負
担
を
負
う
べ
き
で
あ
り
、
一
二
八
五
条
二
項

が
類
推
さ
れ
る）

31
（

。

　
　
　
　

ロ　

他
の
担
保
に
つ
い
て
の
錯
誤

　

錯
誤
は
、
契
約
の
目
的
の
本
質
に
関
す
る
場
合
に
の
み
、
無
効
原
因
と
な
る
。
保
証
契
約
に
お
い
て
は
、
保
証
人
が
専
門
家
で
な
い

場
合
に
錯
誤
が
生
ず
る
こ
と
が
多
い
が
、
錯
誤
の
適
用
要
件
を
充
た
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
保
証
契
約
の
目
的
は
、
保
証
人
の
債

務
、
主
た
る
債
務
者
が
不
履
行
の
場
合
に
債
権
者
に
弁
済
す
べ
き
金
額
で
あ
り
、
錯
誤
が
問
題
と
な
り
に
く
い
。
保
証
人
が
主
張
で
き

る
の
は
動
機
の
錯
誤
で
あ
る
が
、
契
約
に
お
い
て
そ
の
動
機
が
明
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
保
証
人
が
代
位
で
き
る
と
期
待
し
て
い
た
他
の
担
保
の
有
無
・
価
値
に
つ
い
て
錯
誤
が
あ
っ
た
場
合
は
ど
う
か
。
実
際

に
、
錯
誤
無
効
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
は
保
証
人
が
負
う
危
険
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
担
保
の
存
在
が
契
約
の
「
条
件
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
錯
誤
が
問
題
と
な
る
余
地
が
あ
る）

32
（

。

　
　

ⅱ　

債
権
者
の
行
為

―
不
作
為
・
過
失

　

二
三
一
四
条
は
、「
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
、
当
該
債
権
者
の
権
利
、
抵
当
権
お
よ
び
先
取
特
権
に
対
す
る
代
位
が
保
証
人
の
た
め

に
で
き
な
い
と
き
は
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
。」
と
規
定
す
る
。
保
証
人
が
免
責
さ
れ
る
た
め
に
は
、
優
先
弁
済
権
・
担
保
へ
の
代
位
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の
利
益
を
奪
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
代
位
で
き
な
い
こ
と
が
債
権
者
の
行
為
に
「
帰
因
」
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
同
条
の
文
言
か

ら
は
債
権
者
の
「
行
為
」
の
内
容
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
債
権
者
の
「
非
行
（
故
意
・
過
失
）」（faute

）
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
て
い

る
。
軽
い
非
行
（faute d’ im

prudence

）
で
も
故
意
に
よ
る
も
の
と
同
様
の
効
果
を
生
じ
る
。
担
保
を
滅
失
・
減
少
さ
せ
る
よ
う
な
積

極
的
な
行
為
だ
け
で
な
く
、
債
権
者
の
単
な
る
「
懈
怠
」（negligence

）
で
も
足
り
る
。
債
権
者
の
「
不
作
為
」（om

ission

）
で
も
同

条
に
お
け
る
行
為
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
債
権
者
本
人
の
行
為
だ
け
で
な
く
、
そ
の
受
任
者
や
被
用
者
の
行
為
で
も
よ
い）

33
（

。

　

債
権
者
に
よ
る
不
作
為
の
事
例
と
し
て
は
、
債
権
者
が
担
保
の
登
記
を
怠
っ
た
こ
と
、
担
保
の
登
記
の
更
新
を
怠
っ
た
こ
と
等
が
あ

る
。
他
方
、
債
権
者
に
よ
る
担
保
の
解
除
、
担
保
の
順
位
の
放
棄
、
抵
当
物
件
の
不
利
な
条
件
で
の
実
行
、
他
の
保
証
人
の
免
除
等
は
、

担
保
を
滅
失
・
減
少
さ
せ
る
積
極
的
行
為
に
該
当
す
る）

34
（

。

　

な
お
、債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
求
償
を
妨
げ
る
情
報
を
保
証
人
に
提
供
す
る
こ
と
を
怠
る
不
作
為
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

原
則
と
し
て
、
二
三
一
四
条
に
お
け
る
債
権
者
の
非
行
と
は
な
ら
な
い
と
、
初
期
の
学
説
以
来
、
解
さ
れ
て
き
た）

35
（

。
も
っ
と
も
最
近
で

は
、「
情
報
提
供
義
務
違
反
」
は
、
契
約
締
結
段
階
に
お
い
て
は
詐
欺
、
契
約
存
続
中
に
お
い
て
は
民
事
責
任
が
問
題
と
な
り
う
る
と
さ

れ
る
。
し
か
も
、
一
九
八
四
年
三
月
一
日
法
第
四
八
条
に
お
い
て
、
保
証
人
に
対
す
る
情
報
提
供
義
務
が
課
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
後
述

④
））

36
（

。

　

担
保
等
の
喪
失
は
、
債
務
者
、
第
三
者
ま
た
は
保
証
人
の
行
為
に
帰
因
す
る
場
合
が
比
較
的
多
い
。
債
権
者
の
受
任
者
で
も
被
用
者

で
も
な
い
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
担
保
等
が
喪
失
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
き
た）

37
（

。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
近
時
の
学
説
に
は
、
第
三
者
に
対
す
る
不
法
行
為
責
任
を
問
題
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
説
が
あ
る）

38
（

。
債
権
者
だ
け

で
な
く
保
証
人
に
も
帰
責
性
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
学
説
は
分
か
れ
て
い
た
が
、
判
例
は
保
証
人
の
免
責
を
認
め
な
い
と
し
た）

39
（

。

　
　

ⅲ　

損　

害

　

二
三
一
四
条
は
、「
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
、
当
該
債
権
者
の
権
利
、
抵
当
権
お
よ
び
先
取
特
権
に
対
す
る
代
位
が
保
証
人
の
た
め
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に
で
き
な
い
と
き
は
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
。」
と
規
定
す
る
。
同
条
の
文
言
に
よ
る
と
、
そ
の
要
件
は
、
債
権
者
の
行
為
お
よ
び
権

利
・
担
保
の
喪
失
で
あ
る
が
、
判
例
・
学
説
は
、
保
証
人
の
「
損
害
」
を
第
三
の
要
件
と
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
喪
失
さ
れ
た

権
利
・
担
保
が
保
証
人
に
と
っ
て
有
益
で
な
け
れ
ば
損
害
は
発
生
せ
ず
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
担
保
の
順
位
が
低

い
た
め
保
証
人
に
と
っ
て
有
益
で
な
く
、
放
棄
さ
れ
て
も
損
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
な
い
。
ま
た
、

保
証
人
を
免
除
し
て
支
払
能
力
の
あ
る
第
三
者
に
差
し
替
え
た
場
合
、債
権
者
に
よ
る
担
保
の
換
価
が
最
高
の
条
件
で
な
さ
れ
た
場
合
、

債
権
者
の
行
為
に
帰
責
性
は
あ
る
が
保
証
人
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
た
め
、
保
証
人
は
免
責
を
主
張
で
き
な
い）

40
（

。

　

③ 

効　

果

　
　

ⅰ　

免
責
範
囲

―
判
定
基
準

　

保
証
人
は
、
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
の
範
囲
で
免
責
さ
れ
る
。
喪
失
さ
れ
た
担
保
に
よ
っ
て
債
務
の
一
部
し
か
弁
済

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
免
責
額
は
そ
の
担
保
物
件
の
額
ま
で
で
あ
る
。
係
争
中
の
担
保
が
減
少
し
債
務
の
全
額
を
担
保
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
、
債
権
者
が
担
保
物
を
安
価
で
換
価
し
た
場
合
も
、
発
生
し
た
損
害
額
に
つ
い
て
の
み
免
責
さ
れ
る
。
共
同
保
証
人
の
免
除
の

場
合
、
請
求
を
受
け
た
保
証
人
は
、
共
同
保
証
人
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
の
み
免
責
さ
れ
る
。
そ
の
保
証
人
の
損
害
の
範
囲
を
負
担
部

分
と
解
し
て
い
る
。

　

損
害
額
の
算
定
基
準
時
は
、
債
務
者
の
不
履
行
時
で
あ
り
、
保
証
人
に
対
す
る
請
求
時
で
は
な
い
。
な
お
、
証
明
責
任
に
つ
い
て
、

権
利
・
担
保
の
非
行
に
よ
る
喪
失
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
債
権
者
が
、
保
証
人
に
損
害
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い）

41
（

。

　
　

ⅱ　

免
責
主
張
の
方
法

―
抗　

弁

　

保
証
人
は
、
二
三
一
四
条
の
要
件
を
充
足
し
て
も
、
法
律
上
当
然
に
免
責
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
債
権
者
の
請
求
に
対
し
て
、
保
証

人
は
「
抗
弁
」（exception

）
と
し
て
免
責
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
か
ら
請
求
を
受
け
る
前
に
、
免
責
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を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
訴
権
譲
渡
の
抗
弁
（exceptio cedendarum

 actionum

）
に
由
来
す
る
方
式
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
近
時
、
免
責
の
確
認
請
求
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
有
力
説
が
あ
る）

42
（

。

　
　

ⅲ　

免
除
特
約

　
　
　

⒜　

沿　

革

　

初
期
の
学
説
等
に
お
い
て
は
、
二
〇
三
七
条
（
現
行
二
三
一
四
条
）
は
、
保
証
人
の
代
位
権
に
基
づ
く
規
定
で
あ
り
、
合
意
に
よ
っ
て

事
前
に
代
位
の
利
益
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
た）

43
（

。
訴
権
譲
渡
の
利
益
の
放
棄
、
い
わ
ゆ
る
免
除
特
約
の
問
題
が
注

目
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る）

44
（

。
債
権
者
と
債
務
者
と
の
間
の
継
続
的
取
引
に
お
い
て
は
、
担
保
を
解
除
し
た

り
新
た
な
債
権
に
担
保
を
付
け
替
え
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
保
証
人
が
二
〇
三
七
条
に
よ
る
免
責
を

放
棄
し
て
い
れ
ば
、
債
権
者
は
自
由
に
担
保
を
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
免
除
特
約
は
担
保
の
運
用
に
お
い
て
有
益
な
た
め
、
銀
行

等
に
お
い
て
取
引
慣
行
化
し
て
い
っ
た）

45
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
免
除
特
約
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
免
除
特
約
は
保
証
契
約
内
に
「
事
前
に
」
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

が
多
く
、
実
際
に
は
、
免
除
特
約
は
見
る
こ
と
も
読
む
こ
と
も
さ
れ
ず
、
そ
の
内
容
も
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
多
く
の
場
合
、
免
除
特

約
に
署
名
す
る
の
は
「
非
」
専
門
家
で
あ
り
、
銀
行
等
に
対
し
て
署
名
を
拒
否
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
特
約
条
項
の
修
正
は
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た）

46
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
判
例
は
、
衡
平
に
反
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
有
効
性
の
制
限
を
試
み
た
。
免
除
特
約
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
重
い

非
行
（faute
lourde

）
の
あ
る
債
権
者
に
対
し
て
は
、
保
証
人
は
免
責
を
主
張
で
き
る
と
解
し
た）

47
（

。
ま
た
、
錯
誤
、
詐
害
の
意
思

（fraude

）
等
に
よ
っ
て
、
保
証
人
の
免
責
を
認
め
よ
う
と
し
た）

48
（

。
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
、
専
門
知
識
・
交
渉
力
の
乏
し
い
保
証
人

が
十
分
に
保
護
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

岡　法（61―２） 260

八
四



　
　
　

⒝　

強
行
法
規
化
後
の
解
釈
（
一
九
八
四
年
三
月
一
日
法
）

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
さ
ら
に
、
立
法
に
よ
る
保
証
人
保
護
が
進
ん
だ
。
一
九
八
四
年
三
月
一
日
法
第
四
九
条
に
よ
っ
て
、
二

〇
三
七
条
（「
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
、
当
該
債
権
者
の
権
利
、
抵
当
権
お
よ
び
先
取
特
権
に
対
す
る
代
位
が
保
証
人
の
た
め
に
で
き
な
い
と

き
は
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
。」）
に
、「
こ
れ
に
反
す
る
す
べ
て
の
条
項
は
記
載
さ
れ
な
い
も
の
と
み
な
す
。」
と
の
文
言
が
付
け
加
え

ら
れ
た
。
保
証
人
の
保
護
を
目
的
と
す
る
同
法
第
四
九
条
の
制
定
以
降
、
訴
権
譲
渡
の
利
益
を
契
約
に
よ
っ
て
放
棄
す
る
こ
と
は
無
効

と
さ
れ
、
二
〇
三
七
条
（
現
行
二
三
一
四
条
）
は
、
任
意
法
規
で
は
な
く
強
行
法
規
と
変
化
し
、「
公
序
」
と
な
っ
た
。
な
お
、
解
釈
上
、

次
の
問
題
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
強
行
法
規
と
な
っ
た
二
三
一
四
条
の
「
適
用
時
期
」
が
問
題
と
な
る
。
強
行
法
規
化
さ
れ
た
二
三
一
四
条
は
、
一
九
八
四
年

法
の
施
行
（
一
九
八
五
年
三
月
二
日
）「
以
後
」
に
締
結
さ
れ
た
免
除
特
約
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
同
法
の
施
行
前
に
締
結
さ
れ
た
免
除

特
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
判
例
が
、
錯
誤
、
詐
害
の
意
思
、
非
行
に
よ
っ
て
、
衡
平
に
反
す
る
免
除
特
約
を
制
限
し

た
解
決
方
法
は
意
義
を
失
っ
て
い
な
い
（
先
述
⒜
）。

　

次
に
、
強
行
法
規
と
な
っ
た
二
三
一
四
条
が
禁
止
す
る
の
は
、
保
証
契
約
時
に
お
け
る
免
除
特
約
で
あ
り
、
保
証
契
約
後
に
お
け
る

担
保
の
操
作
に
保
証
人
が
同
意
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
な
い）

49
（

。

　

④　

検　

討

―
判
例
・
学
説
・
立
法
の
変
化
を
中
心
に

　
　

ⅰ　

保
証
契
約
の
「
片
務
性
」
と
担
保
保
存
義
務

―
債
権
者
の
注
意
義
務
の
視
点
か
ら

　

保
証
契
約
の
「
片
務
性
」
を
厳
格
に
貫
徹
す
る
と
、
保
証
契
約
に
よ
っ
て
義
務
を
負
う
の
は
保
証
人
だ
け
で
あ
り
、
債
権
者
が
義
務

を
負
う
こ
と
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
① 

二
三
一
四
条
に
お
い
て
、
債
権
者
に
担
保
等
の
保
存
を
義
務
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
で
き
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
性
質
・
内
容
の
義
務
か
が
問
題
と
な
る
（
先
述
①
ⅰ
）。
②
近
時
は
保
証
人
保

護
立
法
の
展
開
が
進
み
、
た
と
え
ば
、
一
九
八
四
年
三
月
一
日
法
第
四
八
条
（
現
在
の 
Ｃ
Ｍ
Ｆ 

Ｌ
三
一
三

－

二
二
条
）
に
よ
っ
て
、
債
権
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者
に
「
情
報
提
供
義
務
」
が
課
さ
れ
、
一
九
九
八
年
七
月
二
九
日
法
に
よ
っ
て
そ
の
義
務
が
拡
張
さ
れ
て
い
る 

。
情
報
提
供
義
務
等
を

債
権
者
に
課
す
新
法
に
お
い
て
も
、
右
①
と
同
様
の
こ
と
が
問
題
と
な
る）

50
（

。

　

し
か
し
、
債
権
者
が
課
さ
れ
る
右
の
義
務
は
、「
消
極
的
」
な
義
務
で
あ
り
、
強
制
執
行
等
の
強
制
力
を
保
証
人
に
与
え
る
性
質
の
も

の
で
は
な
い
。
そ
の
義
務
内
容
は
、
保
証
契
約
の
反
対
給
付
を
形
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。
債
権
者
の
義
務
（
右
①
②
）
は
、
保
証
人

の
義
務
と
均
衡
す
る
義
務
で
は
な
い
。
片
務
性
は
保
証
の
本
質
と
ま
で
は
い
え
な
い）

51
（

。

　

な
お
、
近
時
の
判
例
・
学
説
に
お
い
て
は
、
一
般
法
（droit com

m
um

）
の
視
点
か
ら
債
権
者
の
民
事
責
任
（reponsabilité civil

）

を
認
め
る
も
の
が
あ
る
（
先
述
①
ⅱ
ニ
、
②
ⅱ
）。
債
権
者
が
銀
行
で
あ
る
場
合
が
多
い
た
め
、
銀
行
の
契
約
責
任
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
。
銀
行
は
、
債
権
者
と
し
て
、
保
証
人
の
立
場
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
信
義
則
上
の
義
務
（
情
報
提
供
義
務
等
）
を

負
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る）

52
（

。
情
報
提
供
義
務
は
、
保
証
契
約
の
反
対
給
付
を
形
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　

ⅱ　

制
度
趣
旨
・
法
的
構
成

―
二
三
一
四
条
の
強
行
法
規
化
の
点
か
ら

　

二
三
一
四
条
に
よ
る
免
責
の
枠
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
学
説
・
判
例
に
お
い
て
複
数
の
構
成
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
現
在

は
、
二
三
一
四
条
の
強
行
法
規
化
に
も
対
応
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　

ま
ず
、
契
約
責
任
説
は
、
債
権
者
は
保
証
人
に
担
保
を
移
転
で
き
る
よ
う
に
保
存
す
る
義
務
を
負
う
と
す
る
。
二
三
一
四
条
に
よ
る

保
証
人
の
免
責
を
契
約
責
任
と
構
成
す
る
と
、
現
行
二
三
一
四
条
が
有
す
る
強
行
法
規
性
を
う
ま
く
根
拠
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

次
に
、
保
証
人
は
債
権
者
が
保
証
人
に
よ
る
代
位
を
保
護
す
る
と
い
う
暗
黙
の
条
件
の
下
で
保
証
を
引
き
受
け
て
い
る
と
す
る
条
件
説

は
、
二
三
一
四
条
の
強
行
法
規
性
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

二
三
一
四
条
を
「
法
律
上
の
失
権
」
で
あ
る
と
し
、
債
権
者
に
信
義
則
お
よ
び
衡
平
上
の
義
務
を
課
す
説
に
よ
れ
ば
、
二
三
一
四
条

の
強
行
法
規
性
と
対
応
す
る
（
先
述
①
ⅰ
））

53
（

。
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ⅲ　

そ
の
他
の
論
点

　

実
務
の
視
点
に
お
い
て
は
、
二
三
一
四
条
に
基
づ
く
免
責
請
求
は
保
証
人
に
よ
っ
て
執
拗
に
主
張
さ
れ
る
た
め
、
判
例
は
同
条
の
適

用
の
対
象
と
な
る
権
利
・
担
保
を
、
そ
の
性
質
お
よ
び
そ
の
設
定
時
点
に
よ
っ
て
制
限
し
て
い
る
。
ま
た
、
判
例
・
学
説
は
、
同
条
の

第
三
の
要
件
と
し
て
保
証
人
の
「
損
害
」
を
付
加
し
て
い
る
。
担
保
の
順
位
が
低
い
た
め
保
証
人
に
と
っ
て
有
益
で
な
く
、
放
棄
さ
れ

て
も
損
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
保
証
人
を
免
除
し
て
支
払
能
力
の
あ
る
第
三
者
に

差
し
替
え
た
場
合
、
債
権
者
に
よ
る
担
保
の
換
価
が
最
高
の
条
件
で
な
さ
れ
た
場
合
、
債
権
者
の
行
為
に
帰
責
性
は
あ
る
が
保
証
人
に

と
っ
て
有
益
で
あ
る
た
め
、
保
証
人
は
免
責
を
主
張
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
代
位
を
妨
げ
る
債
権
者
の
「
行
為
」
は
「
非
行
（
故
意
・

過
失
）」（faute

）
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
担
保
の
喪
失
・
減
少
に
対
す
る
故
意
・
過
失
で
は
な
い
（
先
述
②
ⅰ
ⅱ
ⅲ
）。

（
１
）　

平
野
裕
之
「
改
正
経
緯
及
び
不
動
産
担
保
以
外
の
主
要
改
正
事
項
」
ジ
ュ
リ
一
三
三
五
号
三
九
頁
（
平
一
九
）
等
参
照
。

（
２
）　A

. Colin et H
. Capitant, Cours élém

entaire de droit civil français, t. II, 7
e éd., 1932 nº 991.

（
３
）　Ph. Sim

ler, Cautionnem
ent, garanties autonom

es et garanties indem
nitaires, 4

e éd., Letec 2008 nº 794.

（
４
）　Solange Betant-Robet, La décharge de la caution par application de l’ article 2037, Revue trim

estrielle de droit civil 1974 
312 nº s 7

－9.

（
５
）　Ph. Sim

ler et Ph. D
elebecque, Les sûretés, La publicité foncière, précis D

alloz, 4
e éd., 2004 nº 260 ; Sim

ler,op. cit., 
Cautionnem

ent nº 798 ; Ph. M
alaurie et L. A

ynès, Les sûretés, La publicité foncière, D
efrénois, par L. A

ynès et P. 
Crocq, 2

e éd., 2006 nº 281 ; Ph. Sim
ler, la renonciation par la caution au bénéfice de l’ article 2037 du Code civil, JCP 1975, 

I, 2711, nº 9

－23.

（
６
）　M

. Planiol et G. Ripert, T
raité pratique de droit civil franaçais, t. X

I, 2
e éd., par R. Savatier 1954 nº 1557. 

他
方
、
双
務

契
約
性
に
つ
い
て
批
判
が
見
ら
れ
た（M

M
. A
ubry et Rau, Cours de droit civil franaçais, t. V

I, 5
e éd., 1920 par Bartin

§429 note 
11

－5)

。

（
７
）　Sim

ler, op. cit., JCP nº 12

－15.

（
８
）　Baudry-Lancantinerie et W

ahl, D
es contrats aléatoires, du m

andat, du cautionnem
em
ent, 3

e éd., 1907 nº s 1173

－1174.
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（
９
）　Sim

ler et D
elebecque, op. cit., nº 261 ; Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº s 800

－808.

（
10
）　Baudry-Lancantinerie et W

ahl, op. cit., nº 1187 ; A
ubry et Rau, op. cit.,

§429.
（
11
）　Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº 807.

（
12
）　Baudry-Lancantinerie et W

ahl, op. cit., nº 1187 ; A
ubry et Rau, op. cit.,

§429.
（
13
）　Planiol, Ripert et Savatier, op. cit., nº 1558.

（
14
）　Baudry-Lancantinerie et W

ahl, op. cit., nº 1188 ; A
ubry et Rau, op. cit.,

§429 ; Sim
ler, op. cit., Cautionnem

ent nº 802.

（
15
）　Baudry-Lancantinerie et W

ahl, op. cit., nº 1189. 

な
お
学
説
に
は
、「
フ
ラ
ン
ス
古
法
は
、
保
証
人
に
だ
け
で
な
く
、
連
帯
債
務
者
に
も

訴
権
譲
渡
の
利
益
を
認
め
て
い
た
。
こ
の
解
決
は
論
理
的
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
連
帯
債
務
者
は
全
額
に
つ
い
て
責
め
を
負
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
の
み
責
め
を
負
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
連
帯
債
務
者
は
他
の
連
帯
債
務
者
に
対
す
る
求
償
を
考
え
て
お
り
、
そ
の
た

め
に
訴
権
譲
渡
の
利
益
を
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
す
る
分
析
が
見
ら
れ
た
（Colin et Capitant, op. cit., nº 993.

）。

（
16
）　Planiol, Ripert et Savatier, op. cit., nº 1558.

（
17
）　Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº 801.

（
18
）　Sim

ler et D
elebecque, op. cit., nº 264 ; M

alaurie et L. A
ynès, op. cit., nº 283.

(

19
）　Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº s 812

－815 ; G. M
arty, P. Raynaud, et Ph. Jestaz, Les sûretés, La publicité foncière, 

Sirey, 2
e éd., 1987 nº 620.

（
20
）　Planiol, Ripert et Savatier, op. cit., nº 1559 ; Colin et Capitant, op. cit., nº 992.

（
21
）　Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº 818.

（
22
）　Planiol, Ripert et Savatier, op. cit., nº 1559 ; A

ubry et Rau, op. cit.,

§429 ; Colin et Capitant op. cit., nº 992 ; Sim
ler et 

D
elebecque, op. cit., nº 266 ; M

alaurie et L. A
ynès, op. cit., nº 284. 

権
利
・
担
保
の
時
的
制
限
は
条
件
説
に
よ
る
構
成
と
も
合
致
す

る
（Sim
ler, op. cit., Cautionnem

ent nº 824

）。

（
23
）　Baudry-Lancantinerie et W

ahl, op. cit., nº 1179.

（
24
）　Solange Betant-Robet, op. cit., nº 48.

（
25
）　Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº s 827

－828 ; Sim
ler et D

elebecque, op. cit., nº 266 ; M
alaurie et L. A

ynès, op. cit., nº s 

283

－284 ; M
arty, Raynaud et Jestaz, op. cit., nº 620.

（
26
）　Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº 829.

（
27
）　Planiol, Ripert et Savatier, op. cit., nº 1555 ; M

azeaud, Ranouil et Chabas, op. cit., nº 50

－2 ; Sim
ler et D

elebecque, op. 
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cit., nº 248 ; M
alaurie et L. A

ynès, op. cit., nº 264.

（
28
）　JCP 1986, II, 20576, note Bernard-H

enri D
um
ortier (cass. civ. 1

re, 11 juillet 1984).
（
29
）　Planiol, Ripert et Savatier, op. cit., nº 1555.

（
30
）　Cass. civ. 13 juin 1939, D

.H
. 1939, 417. 

な
お
、
本
判
決
に
お
け
る
共
同
保
証
人
の
免
除
は
債
権
者
の
「
作
為
」
の
問
題
、
さ
ら
に
免
責

範
囲
と
さ
れ
た
負
担
部
分
は
「
損
害
の
範
囲
」
の
問
題
と
関
係
す
る
（Sim
ler, op. cit., Cautionnem

ent nº s 833, 840)

。
福
田
誠
治
「
一
九

世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
連
帯
債
務
と
保
証
（
二
）」
北
法
四
七
巻
六
号
一
七
四
〇
頁
（
平
九
）
参
照
。

（
31
）　Sim

ler et D
elebecque, op. cit., nº 248 ; M

alaurie et L. A
ynès, op. cit., nº 264.

（
32
）　M

alaurie et L. A
ynès, op. cit., nº 213 ; Sim

ler et D
elebecque, op. cit., nº 87 ; M

azeaud, Ranouil et Chabas, op. cit., nº 
26 ; M

arty, Raynaud et Jestaz, op. cit., nº s 581

－582.

（
33
）　Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº s 830

－831 ; Sim
ler et D

elebecque, op. cit., nº 267.

（
34
）　Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº s 833

－834 ; Sim
ler et D

elebecque, op. cit., nº 267.

（
35
）　Planiol, Ripert et Savatier, op. cit., nº 1560 ; Baudry-Lancantinerie et W

ahl, op. cit., nº 1176.

（
36
）　Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº s 816, 834 ; M

arty, Raynaud et Jestaz, op. cit., nº 619.

（
37
）　Planiol, Ripert et Savatier, op.cit., nº 1560 ; Baudry-Lancantinerie et W

ahl, op. cit., nº 1177.

（
38
）　Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº 837.

（
39
）　Baudry-Lancantinerie et W

ahl nº 1176 ; A
ubry et Rau, op. cit.,

§429 note 13 ; Planiol, Ripert et Savatier, nº 1560 ; 
Sim
ler, op. cit., Cautionnem

ent nº 832.

（
40
）　Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº 838 ; Sim

ler et D
elebecque, op. cit., nº 268 ; M

alaurie et L. A
ynès, op. cit., nº 286.

（
41
）　Planiol,Ripert et Savatier, op. cit., nº 1561 ; Baudry-Lancantinerie et W

ahl, op. cit., nº 1181 ; Sim
ler, op. cit., 

Cautionnem
ent nº s 839

－840 ; Sim
ler et D

elebecque, op. cit., nº 268.

（
42
）　Baudry-Lancantinerie et W

ahl, op. cit., nº 1180 ; Planiol, Ripert et Savatier, op. cit., nº 1562 ; Sim
ler, op. cit., 

Cautionnem
ent nº 797.

（
43
）　Baudry-Lancantnerie et W

ahl, op. cit., nº 1186 ; Planiol, Ripert et Savatier, op. cit., nº 1560.

（
44
）　Sim

ler et D
elebecque, op. cit., nº 262 ; Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº 809 ; M

alaurie et L. A
ynès, op. cit., nº 291.

（
45
）　Sim

ler, op. cit., JCP nº 41.

（
46
）　Sim

ler, op. cit., JCP nº s 24, 29 ; Solange Betant-Robet, op. cit., nº 24 ; 
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
状
況
か
ら
の
立
法
動
機
の
分
析
（
大
澤
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慎
太
郎
「
フ
ラ
ン
ス
担
保
保
存
義
務
の
法
的
構
造
⑵
」
法
研
論
集
（
早
大
大
学
院
）
一
二
四
号
三
〇
頁
（
平
二
一
）
参
照
）。

（
47
）　Cass. civ. 16 octobre 1979, D

S 1980, IR 212.
（
48
）　Sim

ler et D
elebecque, op. cit., nº 262 ; Sim

ler, op. cit., JCP nº s 35, 41, 44.
（
49
）　Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº s 809

－810 ; Sim
ler et D

elebecque, op. cit., nº 262 ; M
alaurie et L. A

ynès, op. cit., nº 
291 ; M

arty, Raynaud et Jestaz, op. cit., nº 619 ; M
azeaud, Ranouil et Chabas, op. cit., nº 40.

（
50
）　M

alaurie et L. A
ynès, op. cit., nº s 296

－297 ; Sim
ler et D

elebecque, op. cit., nº 59 ; M
arty, Raynaud et Jestaz, op. cit., 

nº 619 ; 
松
岡
久
和
「
保
証
論
」（
シ
ム
レ
ー
ル
教
授
「
債
権
譲
渡
か
ら
契
約
譲
渡
へ
」「
新
た
な
人
的
担
保
」
姫
路
獨
協
大
学
フ
ラ
ン
ス
民
法
セ
ミ

ナ
ー
報
告

―
債
権
法
お
よ
び
担
保
法
を
中
心
と
し
て
（
池
田
真
朗
・
松
岡
久
和
））
法
時
六
六
巻
一
二
号
一
〇
一
頁
（
平
六
）、
能
登
真
規
子
「
フ

ラ
ン
ス
倒
産
法
に
お
け
る
保
証
人
の
法
的
地
位
⑴
」
彦
論
三
五
一
号
一
四
七
頁
（
平
一
六
）、
大
澤
慎
太
郎
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
保
証
人
の
保
護

に
関
す
る
法
律
の
生
成
と
展
開
」
比
較
法
学
（
早
大
比
較
研
究
所
）
四
二
巻
二
号
六
七
頁
、
三
号
三
六
頁
（
平
二
一
）
参
照
。

（
51
）　Sim

ler et D
elebecque, op. cit., nº 59 ; 

能
登
・
前
掲
注
（
50
）
論
文
三
五
三
号
一
三
八
頁
（
平
一
七
）。

（
52
）　M

alaurie et L. A
ynès, op. cit., nº 294 ; Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº 816 ; M

azeaud, Ranouil et Chabas, op. cit., 
nº 41 ; 

大
澤
・
前
掲
注
（
46
）
論
文
一
二
四
号
四
〇
頁
以
下
参
照
。

（
53
）　Sim

ler et D
elebecque, op. cit., nº 260 ; Sim

ler, op. cit., Cautionnem
ent nº s 798, 809

－810 ; 

山
野
目
章
夫
「
フ
ラ
ン
ス
民
法
典

二
〇
三
七
の
一
九
八
四
年
に
お
け
る
変
容
」
比
較
法
雑
誌
二
九
巻
二
号
一
一
七
頁
以
下
参
照
（
平
七
）。
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